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式年大祭の神輿渡御
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崇
敬
奉
賛
会
員
は
じ
め
、
ご
崇
敬
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
愈
々
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
、
当
神
社
の
御
神
徳
の
宣
揚
・
護
持
運
営
に
ご
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
当
神
社
「
式
年
大
祭
」
斎
行
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
殊
に
月
日
の
経

過
が
早
く
感
じ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
式
年
大
祭
は
、
歴
史
上
、
様
々
な
状
況
下
で
斎
行
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　

明
治
八
年
、
か
つ
て
の
鎮
座
地
で
あ
る
二
上
山
麓
を
離
れ
、
現
鎮
座
地
の
高
岡
城

本
丸
跡
地
に
遷
座
さ
れ
て
以
来
、
大
正
十
三
年
の
遷
座
五
十
年
祭
に
は
じ
ま
り
、
昭

和
九
年
に
六
十
年
祭
、
七
十
年
祭
に
当
た
る
昭
和
十
九
年
に
は
戦
時
下
で
斎
行
す
る

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
幣
中
社
と
し
て
官
民
一
体
と
な
り
斎
行
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
戦
後
、
占
領
下
の
神
道
指
令
を
受
け
て
国
家
管
理
を
離
れ
、
宗
教
法
人

と
し
て
再
出
発
し
た
も
の
の
、
氏
子
の
無
い
神
社
の
荒
廃
は
甚
だ
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
の
〝
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
〟
と
し
て
の
神
社
へ
の
崇
敬
の
念
は
消
え

失
せ
る
こ
と
な
く
、
射
水
神
社
を
護
持
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
崇
敬
者
の
篤
い
真
心

の
も
と
に
奉
賛
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
拠
り
所
、
元
気
の
源
と
し
て

　

昨
年
、
平
成
二
十
七
年
は
、
二
上
山
麓
へ
の
御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
、
高
岡
城
本

丸
跡
へ
の
御
遷
座
百
四
十
年
の
節
目
に
当
た
り
、
式
年
大
祭
並
び
に
記
念
行
事
を
企

画
、
挙
行
致
し
ま
し
た
。
幸
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
穴
田
甚
朗
崇
敬
奉
賛
会
長
、

荻
布
精
一
実
行
委
員
長
は
じ
め
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
神
輿
渡
御
・
稚
児
社
参

な
ど
諸
行
事
は
、
多
く
の
市
民
と
県
民
の
参
加
を
得
て
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
の
神
宮
外
宮
の
鳥
居
を
拝
受
し
て
拝
殿
手
前
に
再
建
し
、
手
水
舎
を

新
築
す
る
な
ど
、
社
域
も
計
画
通
り
に
整
備
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
篤
志
の

賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

折
し
も
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、
古
城
公
園
も
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、

射
水
神
社
の
御
神
威
が
発
揚
さ
れ
る
中
、
高
岡
の
街
も
新
た
な
発
展
の
時
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
神
社
を
訪
れ
る
若
い
方
々
が
増
え
て
お
り
、
結
婚
式
・

七
五
三
参
り
な
ど
、
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
参
拝
さ
れ
る
姿
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
松
本
正
昭
宮
司
の
も
と
、
射
水
神
社
の
ま
す
ま
す
の
隆
盛
を
願
い
、
そ
の

御
神
徳
を
得
て
、
地
域
が
栄
え
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
崇
敬
奉
賛
会
役
員
、
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
の
、
国
、
県
、
ま
た
、
高
岡
の
町
々
里
々
の
弥
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
射
水
神
社
崇
敬
奉
賛
会
に
対
し
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
れ
ば
、当
神
社
は
昨
年
、慶
賀
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。予
て
計
画
し
て

い
ま
し
た
御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
、高
岡
城
本
丸
跡
へ
の
御
遷
座
百
四
十
年
の
式
年
大
祭

（
慶
賀
祭
・
神
輿
渡
御
・
稚
児
社
参
・
神
賑
奉
納
行
事
等
）が
、秋
晴
れ
の
快
晴
の
も
と
、九

月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
に
亘
り
盛
大
に
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
内
手
水
舎
新
設
・
旧
手
水
鉢
翼
廊
内
移
設
等
の
記
念
事
業
は
、
計
画
通

り
完
遂
し
、
さ
ら
に
伊
勢
の
神
宮
よ
り
式
年
遷
宮
に
伴
い
古
材
と
な
っ
た
外
宮
板
垣

北
御
門
の
鳥
居
を
拝
受
し
、
拝
殿
前
に
立
派
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
節
目
を
飾
る
に
相
応
し
い
式
年
大
祭
の
諸
事
業
が
万
端
滞
り
な
く
実
施
出

来
ま
し
た
こ
と
は
、崇
敬
奉
賛
会
会
員
各
位
は
じ
め
、崇
敬
の
念
篤
き
皆
様
方
の
物
心
両
面

に
わ
た
る
ご
奉
賛
の
賜
物
で
あ
り
、改
め
ま
し
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
様
で
越
中
総
鎮
守
一
宮
と
し
て
の
風
格
と
輪
郭
は
少
し
ず
つ
整
っ
て
参
り
ま

し
た
。
折
し
も
鎮
座
す
る
古
城
公
園
が
高
岡
城
址
と
し
て
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
、

北
陸
新
幹
線
も
開
業
二
年
目
を
迎
え
、
県
内
外
は
も
と
よ
り
、
外
国
か
ら
も
沢
山
の

参
拝
者
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
神
社
の
新
た
な
る
発
展
に
向
け
、
さ
ら
な
る
御
神
威
の
発
揚
に
努
め
、
併
せ
て

崇
敬
奉
賛
会
会
員
各
位
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

崇敬奉賛会総裁

橘 慶 一 郎

射水神社宮司

松 本 正 昭

崇敬奉賛会会長

穴 田 甚 朗

新
た
な
発
展
の
時
を
迎
え

さ
ら
な
る
御
神
威
の
発
揚
に

　

以
来
、
町
々
村
々
の
復
興
と
と
も
に
、
奉
賛
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
、
昭
和
二
十
九
年

に
八
十
年
祭
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
九
十
年
祭
、
そ
し
て
、
日
本
経
済
上
昇
の
中
で

行
わ
れ
た
昭
和
五
十
年
の
鎮
座
千
三
百
年
・
遷
座
百
年
祭
で
は
、
畏
く
も
天
皇
陛
下

よ
り
幣
帛
料
を
賜
り
、
元
の
鎮
座
地
で
あ
る
二
上
の
地
へ
の
渡
御
祭
を
も
執
り
行
い
、

賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
年
祭
に
伴
い
、
玉
垣
造
成
・
社
務
所
移
設
等
の
記
念
事
業
が
完
遂
さ
れ
、

神
社
と
し
て
の
輪
郭
が
整
え
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
百
十
年
祭
・
百
二
十

年
祭
と
三
十
年
間
は
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
に
百
三
十
年
祭
が
復

活
し
斎
行
さ
れ
、
十
年
後
の
昨
年
九
月
、
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・
遷
座
百
四
十
年
の

式
年
大
祭
と
し
て
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に
亘
り
、
稚
児
社
参
・
神
賑
行
事
・

神
輿
渡
御
・
式
年
大
祭
慶
賀
祭
を
斎
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
今
の
参
拝
状
況
を
踏
ま
え
、手
水
舎
の
移
設
建
設
と
境
内
整
備
、老
朽
化
に
伴
う
本
殿

屋
根
修
繕
等
を
記
念
事
業
と
し
て
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
偏
に
、崇
敬
奉

賛
会
員
各
位
を
は
じ
め
、崇
敬
者
各
位
、各
企
業
か
ら
目
標
を
上
回
る
浄
財
を
寄
せ
ら
れ
た

お
蔭
で
あ
り
、赤
誠
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
、心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
式
年
大
祭
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
時
恰
も
、
伊
勢
の
神
宮
よ
り
鳥

居
を
拝
受
し
、
四
月
に
多
数
の
奉
仕
者
を
得
て
、
鳥
居
の
笠
木
を
奉
曳
し
、
実
に

八
十
六
年
ぶ
り
に
拝
殿
前
へ
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
十
月
に
は
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
富
山
県

に
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
る
に
際
し
、
幣
饌
料
の
下
賜
が
あ
り
、
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭

を
臨
時
大
祭
と
し
て
斎
行
申
し
上
げ
ま
し
た
こ
と
は
、
千
載
一
遇
の
慶
び
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
神
職
は
、
御
神
威
の
発
揚
・
奉
護
を
使
命
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
々
の

祭
り
を
通
し
て
、
節
目
、
節
目
の
式
年
大
祭
を
そ
の
状
況
下
に
お
い
て
継
承
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
常
日
頃
、
神
社
が
地
域
社
会
の
中
で
、
生
き
生
き
と
し
た
人
々

の
〝
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
〟〝
元
気
の
源
〟
と
し
て
在
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
、

こ
の
度
の
式
年
大
祭
を
足
掛
か
り
に
、
さ
ら
な
る
御
神
徳
の
宣
揚
に
努
め
て
参
り
た

く
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
倍
旧
の
ご
崇
敬
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

此
の
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
勝
で
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。



5 　射水 射水　4 

天
皇
皇
后
両
陛
下 

富
山
県
行
幸
啓
に
際
し
、幣
饌
料
を
賜
る

四
十
六
年
ぶ
り
の
臨
時
大
祭
「
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭
」
を
厳
か
に
斎
行

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
、
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
へ
の
御
臨
席
と
地
方
事
情

御
視
察
の
た
め
、
十
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
の
間
、
富
山
県
へ
行
幸
啓
遊
ば

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
と
、

国
民
体
育
大
会
・
全
国
植
樹
祭
は
、
皇
后

陛
下
を
伴
わ
れ
て
の
行
幸
の
た
め
、
三
大

行
幸
啓
と
も
さ
れ
、
富
山
県
へ
は
平
成

十
二
年
の
国
民
体
育
大
会
以
来
、
実
に

十
五
年
ぶ
り
の
御
来
県
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
に
お
け
る
皇
室
の
御
崇
敬
は
、
近

時
で
は
昭
和
五
十
年
、
御
遷
座
百
年
の
式

年
大
祭
に
際
し
天
皇
陛
下
よ
り
の
幣
帛
料
、

ま
た
昭
和
四
十
四
年
の
全
国
植
樹
祭
に
際

し
て
の
幣
饌
料
以
来
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

尚
、
平
成
十
二
年
の
行
幸
啓
は
、
折
し

も
香
淳
皇
后
の
御
不
例
期
間
中
の
た
め
、

幣
饌
料
に
つ
い
て
は
お
取
り
止
め
に
な
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
実
に
四
十
六
年
ぶ
り
の

臨
時
大
祭
の
斎
行
と
な
り
、
今
上
陛
下
と

皇
后
陛
下
よ
り
の
幣
饌
料
は
初
め
て
と
な

り
ま
し
た
。

　

臨
時
大
祭
に
先
立
ち
、
十
月
十
七
日
の

神
嘗
祭
遙
拝
・
奉
祝
祭
に
併
せ
て
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
富
山
県
行
幸
啓
奉
告
祭
を
斎

行
。

　

同
月
二
十
四
日
の
午
後
、
行
在
所
で
あ

る
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山

に
宮
司
が
参
向
し
、
幣
饌
料
を
拝
受
。
お

清
め
の
秋
雨
の
降
る
午
後
六
時
よ
り
祭
典

を
斎
行
。
新
調
さ
れ
た
雲
脚
台
に
載
せ
て

辛
櫃
に
納
め
ら
れ
た
幣
饌
料
は
、
古
例
に

倣
い
祝
詞
舎
に
据
え
ら
れ
た
後
、
禰
宜
に

よ
り
本
殿
階
下
の
案
上
へ
置
か
れ
、
宮
司

に
よ
っ
て
本
殿
内
に
奉
安
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
幣
饌
料
の
由
を
奉
告
し
、
聖
壽

の
萬
歳
と
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の

成
功
、
富
山
県
下
一
円
の
水
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
諸
産
業
の
振
興
と
県
民
の
弥
栄

を
祈
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
行
幸
啓
を
記
念
し
て
、

島
憲
誠
理
事
よ
り
国
歌
「
君
が
代
」
に
歌

わ
れ
る
「
さ
ざ
れ
石
」
一
対
、
株
式
会
社

高
岡
水
産
物
市
場
よ
り
庄
川
産
の
雌
雄
の

鮭
一
対
、
昆
布
商
で
あ
る
株
式
会
社
室
屋

よ
り
昆
布
な
ど
が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
幣
饌
料
と
は
、
陛
下
の
思
召
し
を
以
て
、
行
幸
先
の
都
道
府
県
に
鎮

座
さ
れ
る
旧
官
幣
社
・
国
幣
社
・
別
格
官
幣
社
と
指
定
護
国
神
社
に
供

さ
れ
、
当
社
は
国
幣
中
社
と
し
て
の
旧
社
格
に
よ
り
拝
受
致
し
ま
し
た
。

幣饌料を外陣に奉安

幣饌料の納められた辛櫃は祝詞舎へ

幣饌料と列立する神職ら御神楽「浦安の舞」

玉串拝礼 旧中門に供された庭積神饌日月像旛と萬歳旛
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御
鎮
座
千
三
百
四
十
年

御
遷
座
百
四
十
年

式
年
大
祭

十
年
に
一
度
の
式
年
大
祭
は
九
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
に
亘
っ
て
、
秋
晴
れ
の

好
天
の
下
、
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

境内特設舞台での「勧進狂言」 舞楽「蘭陵王」

御神楽「人長舞」

新手水舎にて手水を受ける稚児ら

和泉元彌師らによる神前奉納

御神楽「浦安の舞」

初披露となった野点所「八照」（旧手水舎）

元気よく到着する稚児社参の一行

　

稚
児
社
参
は
、
御
旅
屋
通
り
商
店
街

を
出
発
し
、
奏
楽
に
合
わ
せ
て
、
社
名

旗
や
記
念
旗
、
猿
田
彦
を
先
頭
に
稚
児

の
行
列
が
華
や
か
に
市
内
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

行
列
に
は
、
獅
子
魂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ン
バ
ー
が
天
狗
装
束
と
紋
付
袴
姿

で
社
伝
の
黒
と
白
の
獅
子
頭
を
手
に
供

奉
し
、
稚
児
の
災
厄
を
祓
い
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
っ
て
、
越
中
の
祭
礼
の
代

名
詞
で
も
あ
る
獅
子
舞
「
獅
子
噛
み
」

を
初
め
て
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
初
の
申
込
予
定
数
を
大
幅
に
超
え
、

特
製
破
魔
矢
を
手
に
し
た
三
百
五
十
名

の
稚
児
は
元
気
よ
く
、
駐
春
橋
を
経
て
、

参
道
を
進
み
、
二
千
人
を
超
え
る
参
拝

者
で
境
内
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

境
内
特
設
舞
台
で
は
、
富
山
県
立
高

岡
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
約
七
十
名

に
よ
る
奉
納
演
奏
と
し
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

や
ジ
ャ
ズ
の
定
番
曲
が
軽
快
に
披
露
さ

れ
、
午
後
か
ら
は
射
水
雅
楽
会
に
よ
る

雅
楽
奉
納
が
あ
り
、
管
絃
「
平
調
音
取
」

「
越
殿
楽
」「
陪
臚
」、
御
神
楽
「
人
長
舞
」

「
浦
安
の
舞
」、
舞
楽
「
蘭
陵
王
」
が
奉

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
殿
で
は
茶
道
裏
千
家
淡
交

会
高
岡
支
部
が
「
供
茶
之
儀
」
を
奉
仕
し
、

濃
茶
・
薄
茶
を
神
前
に
献
供
。
引
き
続

い
て
、
境
内
奥
に
移
築
さ
れ
た
旧
手
水

舎
で
拝
服
席
が
設
け
ら
れ
、
新
た
に
野

点
所
と
し
て
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
狂
言
和
泉
流
二
十
世
宗
家

和
泉
元
彌
師
、
加
賀
藩
前
田
家
お
手
役

者
・
和
泉
流
職
分
筆
頭
・
十
世
三
宅
藤

九
郎
師
、
史
上
初
女
性
狂
言
師
和
泉
淳

子
師
他
、
宗
家
直
門
弟
子
に
よ
る
狂
言

小
舞
「
御
田
」「
若
松
」「
鶴
亀
の
舞
」、

狂
言
「
舟
ふ
な
」
が
社
殿
祝
詞
舎
で
奉

納
さ
れ
、
午
後
六
時
よ
り
境
内
特
設
舞

台
で
、
記
念
事
業
の
奉
賛
者
を
お
招
き

し
て
の
「
勧
進
狂
言
」
と
し
て
、
和
泉

流
宗
家
に
よ
る
狂
言「
萩
大
名
」「
痺
」「
寝

音
曲
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
無
形
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
る

狂
言
の
歴
史
、
見
ど
こ
ろ
や
演
目
の
解

説
を
交
え
た
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

秋
空
の
下
、
盛
儀
を
祝
う

奉
納
行
事
で
境
内
に
ぎ
わ
う

九
月
二
十
一
日
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熊野神社

摂社・院内社二上射水神社 神輿を祓う神職

還　
幸

発　
輿

御
旅
神
事

市街地を神幸する一行

背後は二上山

　

午
前
六
時
三
十
分
よ
り
発
輿
祭
を
斎
行
。
十
年

ぶ
り
の
盛
儀
を
見
守
る
参
拝
者
数
多
の
中
、
各
奉

仕
員
に
威
儀
物
が
授
け
ら
れ
、
覆
面
・
手
袋
姿
の

宮
司
が
御
分
霊
を
神
輿
に
奉
遷
、
出
御
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
神
幸
に
際
し
て
は
、
旧
儀
に
倣
い
、
大
手
町

神
明
社
よ
り
四
十
年
ぶ
り
に
神
輿
を
拝
借
、
ま
た

下
村
加
茂
神
社
の
野
上
宮
司
の
ご
配
意
で
射
水
市

下
村
馬
事
公
園
よ
り
流
鏑
馬
に
使
用
さ
れ
る
馬
二

頭
を
拝
借
し
、
騎
馬
に
よ
る
供
奉
が
昭
和
二
十
九

年
の
遷
座
八
十
年
祭
以
来
、
六
十
一
年
ぶ
り
に
再

興
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
春
橋
か
ら
市
内
を
神
幸
し
、「
先
宮
」
と
し

て
当
社
所
縁
の
熊
野
神
社
に
入
り
、
御
旅
神
事
を

斎
行
。
そ
れ
か
ら
二
上
橋
を
渡
り
、
末
社
で
あ
る

諏
訪
社
、
摂
社
の
院
内
社
、
正
午
に
は
旧
社
地
で

あ
る
二
上
射
水
神
社
に
著
御
し
、
各
社
に
て
そ
れ

ぞ
れ
御
旅
神
事
を
執
り
行
い
、
旧
来
か
ら
の
氏
子

総
代
等
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
摂
社
で
あ
る
二
上
山
頂
第
一
の
峯[

奥

の
御
前]

の
日
吉
社
と
、
第
二
の
峯[

前
の
御
前]

の
悪
王
子
社
の
両
社
へ
は
、
宮
司
が
車
輌
に
て
参

向
の
上
、
巡
拝
し
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
半
に
二
上
を
出
立
し
、
神
幸
途
次
の

木
町
神
社
で
は
、
上
田
宮
司
と
当
社
宮
司
が
神
輿

前
と
本
殿
で
同
時
に
玉
串
を
奉
る
拝
礼
が
初
め
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
商
工
会
議
所
・
大
和
高
岡
店
前

で
御
旅
神
事
を
行
い
、
御
旅
屋
通
り
か
ら
大
手
町

神
明
社
で
は
鳥
居
前
に
て
拝
礼
。
古
城
公
園
大
手

口
よ
り
入
り
、
末
社
の
高
岡
市
護
国
神
社
を
拝
礼

し
て
、
午
後
六
時
に
還
幸
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
輿
渡
御
は
十
年
前
の
式
年
大
祭
で
三
十
年
ぶ

り
に
再
興
さ
れ
た
神
事
で
、
当
社
が
長
ら
く
鎮
座

し
、
所
縁
深
い
二
上
山
に
鎮
座
の
摂
末
社
等
を
巡

拝
し
て
、
そ
の
地
縁
を
確
認
し
、
崇
敬
者
と
の
神

縁
を
結
び
つ
つ
、
さ
ら
な
る
御
神
威
の
発
揚
を
願

う
と
い
う
極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

古
式
ゆ
か
し
く
市
内
を
神
幸

殿内へと参入する宮司大和高岡店前

九
月
二
十
二
日



11 　射水 射水　10 

幣帛を献じる 万歳三唱

穴田崇敬奉賛会長による玉串拝礼

感謝状の贈呈

玉串拝礼

参進の儀

神輿渡御 神幸路（北日本新聞 平成27年9月20日掲載、一部）

御
神
幸
の
意
義

　

―
神
人
一
和
の
こ
こ
ろ
―

　

高
岡
大
火
か
ら
二
年
経
っ
た
明
治
三
十
五

年
の
九
月
、
旧
社
地
で
あ
る
二
上
山
麓
へ
の

御
神
幸
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。

　

大
火
に
よ
っ
て
類
焼
し
た
社
殿
の
再
建
を

見
事
に
果
た
し
た
保
科
保
宮
司
が
、
同
年
三

月
二
十
八
日
付
で
小
倉
久
富
山
県
知
事
に
宛

て
た
文
書
に
は
「
本
社
ト
氏
子
ト
ノ
間
、
自

カ
ラ
疎
隔
ノ
姿
ニ
相
成
、
遺
憾
ニ
堪
ヘ
ス
」

と
し
て
「
今
回
御
社
殿
新
築
竣
工
ノ
上
ハ
遷

坐
式
挙
行
ニ
付
、
之
ヲ
好
機
ト
シ
テ
旧
社
地

二
上
村
分
社
ヘ
神
幸
（
即
日
還
幸

）
之
例
ヲ
肇
メ
度
」

と
見
え
、
さ
ら
に
「
旧
社
地
ヘ
神
幸
相
成
候

者
、
氏
子
モ
歓
迎
シ
奉
リ
、
大
ニ
神
慮
ニ
叶

ヒ
、
永
ク
神
人
一
和
ノ
基
ヲ
啓
キ
」
と
記
し

て
い
る
（『
公
文
類

集
』
遷
坐
式

）。

　

当
日
の
様
子
に
つ
い
て
、『
公
文
類
集
』

遷
坐
式
に
、

行
列
ハ
奏
楽
ノ
清
調
ニ
従
ヒ
粛
ニ
歩
武

ヲ
進
ム
、
金
鳳
高
ク
翔
リ
神
輿
日
ニ
輝

ク
、
青
龍
ハ
雲
ヲ
凌
キ
、
白
虎
ハ
風
嘯

ク
ノ
勢
ア
リ
、
供
奉
ノ
神
職
衣
冠
厳
然

威
儀
斉
壮
タ
リ
、
知
事
宮
司
等
騎
乗

五
六
。
余
ハ
皆
徒
歩
ス
列
外
諸
員
幾
百

人
、
腕
車
八
十
輌
ノ
多
キ
ニ
至
ル

と
あ
り
、
華
麗
雄
大
、
且
つ
大
規
模
な
神
幸

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

本
神
幸
は
、
神
と
地
域
の
人
々
が
こ
こ
ろ

通
わ
せ
、
平
和
と
繁
栄
と
を
祈
る
重
要
な
神

事
で
あ
る
。

神幸の列次

神
輿

宮
司（
騎
馬
）

諸
員

（
騎
馬
）

崇
敬
奉

賛
会
長

神
社

役
員

宮﨑慎一
熊野神社宮司

前
導

多田隼人
広上神社禰宜

猿
田
彦

伶
人

社
名
旗

威
儀
物

道

　中

荷
太
鼓

大
麻

野上裕樹
加茂神社禰宜

源
太
夫

獅

　子
神社役員

獅
子
噛

獅子魂プロジェクト

平尾　賢
日枝神社権禰宜

上田正宙
有礒正八幡宮・木町神社宮司

宮川健三
大手町神明社宮司

浦　泰宏
有礒正八幡宮権禰宜

神社殿衛
御旅舗設
供奉・巫女舞

嶽権禰宜
田中権禰宜
高辻巫女

武
内
権
禰
宜

神社殿衛　髙澤正紀箭代神社宮司

前
行
神
職

炭
谷
禰
宜

（ ）

　往復路ともに騎馬と徒歩による公道の神幸となり、関係官公衙との調整、書類提
出には末広開発株式会社の全面協力のもと、沿道各町会、各店舗、射水神社奉仕会、
いみづ協賛会、各崇敬者各位より誠心、ご協力頂きましたことあらためて篤く御礼
申し上げます。

　

午
前
十
時
よ
り
斎
行
さ
れ
た
式
年
大
祭
・
慶
賀

祭
で
は
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
、
恒
例
に

よ
り
、
神
社
本
庁
よ
り
の
本
庁
幣
と
と
も
に
、
富

山
県
神
社
庁
幣
と
し
て
麻
苧
が
献
じ
ら
れ
、
献
幣

使
の
炭
谷
一
彦
副
庁
長
が
祭
詞
を
奏
上
、
橘
慶
一

郎
総
裁
が
祭
文
を
奏
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
前
に
は
祭
典
を
寿
い
で
御
神
楽
「
浦

安
の
舞
」
を
奉
奏
し
、宮
司
の
玉
串
拝
礼
に
続
い
て
、

橘
慶
一
郎
総
裁
、
穴
田
会
長
、
荻
布
実
行
委
員
長

他
役
員
、
ま
た
来
賓
と
し
て
村
山
和
臣
白
山
比
咩

神
社
宮
司
、
県
内
各
神
社
宮
司
、
崇
敬
奉
賛
者
が

そ
れ
ぞ
れ
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
参
集
殿
「
瑞
祥
」
と
「
重
陽
」
で
開

か
れ
た
祝
賀
直
会
で
は
、
宮
司
、
総
裁
の
挨
拶
の
後
、

穴
田
会
長
よ
り
感
謝
状
が
法
人
を
代
表
し
て
三
協

立
山
株
式
会
社
、
個
人
を
代
表
し
て
藤
川
正
司
氏
、

記
念
事
業
施
工
業
者
を
代
表
し
て
株
式
会
社
日
本

建
築
工
藝
設
計
事
務
所
へ
贈
呈
さ
れ
、
崇
敬
奉
賛

会
顧
問
で
あ
る
針
山
健
二
伏
木
海
陸
運
送
株
式
会

社
取
締
役
社
長
に
よ
る
乾
杯
の
後
、
清
興
と
し
て

射
水
宝
生
会
に
よ
り
仕
舞
「
岩
船
」
が
演
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
後
日
祭
を
厳
修
し
、
ご
崇
敬
の
皆

様
の
お
蔭
を
も
っ
て
、
こ
の
度
の
式
年
大
祭
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

九
月
二
十
三
日

神
恩
に
感
謝
、

式
年
の
大
御
祭
を
斎
行
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修築した千木と鰹木

本
殿
屋
根
・
千
木
・
鰹
木
・
鞭
掛
［
改
修
］

　

一
昨
年
の
春
の
大
風
に
よ
り
鰹
木
が
落
下
、
前
回
の
修

繕
よ
り
相
当
期
間
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鰹
木
六

本
全
て
の
本
体
・
銅
板
包
み
と
も
に
新
し
く
し
ま
し
た
。

　

木
口
部
分
の
菊
花
御
紋
の
錺（
飾
）金
具
に
は
、
改
め
て

金
箔
押
し
が
行
わ
れ
、
今
回
の
修
繕
に
際
し
て
「
明
治

三
十
五
年　

高
岡
魚
商
組
合　

作
人 

加
納
弥
平　

十
二

枚
之
内
」「
昭
和
三
十
八
年
九
月　

十
二
枚
之
内
」
と
の

銘
文
と
、
無
銘
の
三
種
類
が
混
在
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
木
も
内
部
が
腐
食
し
て
い
た
た
め
、
木
質
部
分
を
修

繕
し
、
取
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

手
水
舎
・
手
水
鉢
［
新
築
・
新
造
］

　

設
計
は
戦
前
の
内
務
省
神
社
局
の
流
れ
を
組
み
、
神
社

本
庁
内
に
事
務
所
を
構
え
る
株
式
会
社
日
本
建
築
工
藝
設

計
事
務
所
に
依
頼
、
建
築
は
当
社
御
用
達
の
宮
大
工
で
あ

る
森
田
建
設
株
式
会
社
、
手
水
鉢
は
山
岡
石
材
工
業
株
式

会
社
、銅
板
葺
の
屋
根
は
有
限
会
社
佐
野
金
庫
板
金
工
業
、

井
戸
掘
削
は
株
式
会
社
カ
イ
ハ
ツ
、
電
気
は
株
式
会
社
開

進
堂
が
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
、
記
念
事
業
起
工
奉

告
安
全
祈
願
祭
・
地
鎮
祭
を
斎
行
［
既
報
］。
翌
年
三
月

二
十
六
日
の
立
柱
上
棟
祭
で
は
、
神
籬
脇
に
棟
札
・
振
幣
・

遣
鉋
・
掛
矢
が
置
か
れ
、
祝
詞
奏
上
の
後
、
工
匠
長
の
五

代
目
森
田
市
五
郎
氏
（
森
田
建
設
株
式
会
社
社
長
）
に
よ

り
「
上
棟
の
儀
」
が
進
め
ら
れ
、
工
匠
ら
に
よ
っ
て
「
清

鉋
の
儀
」「
丈
量
の
儀
」
が
あ
り
、「
結
綱
の
儀
」
で
は
参

列
者
全
員
で
棟
木
に
結
ん
だ
白
布
を
引
き
、「
槌
打
の
儀
」

が
古
式
に
則
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
五
日
、
手
水
舎
竣
工
奉
告
祭
で
は
、「
清
祓
の
儀
」

「
通
水
の
儀
」、
ま
た
「
手
水
初
め
」
が
行
わ
れ
、
参
列
者

に
真
新
し
い
手
水
舎
で
手
水
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

従
来
の
約
二
倍
の
規
模
と
な
り
、
団
体
参
拝
時
や
初
詣

に
際
し
て
は
一
度
に
十
八
名
の
手
水
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
手
水
鉢
は
茨
城
県
産
の
銘
石
「
や
さ
と
み
か
げ
」
製

の
総
重
量
六
．
二
ト
ン
で
、
手
水
鉢
と
し
て
は
国
内
最
大

級
の
一
枚
岩
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
下
七
十
メ
ー
ト
ル
の
水
脈
か
ら
井
戸
水
を
汲

み
上
げ
、
保
健
所
に
よ
る
二
度
の
水
質
検
査
で
は
、
飲
用

に
も
適
し
た
極
め
て
良
好
と
の
結
果
で
し
た
が
、
当
局
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
滅
菌
機
器
も
使
用
し
、
定
期
点
検

を
実
施
、
常
に
清
浄
な
水
が
満
々
と
湛
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

記
念
事
業
射
水
の
大
神
の
さ
ら
な
る
御
神
威
を
蒙
る
べ
く
、
式
年
大
祭
を
奉
祝
す
る
記
念
事
業
と
し
て
、
富
山
県
内
一
円
は
も
と
よ
り
、

広
く
全
国
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
崇
敬
奉
賛
の
赤
誠
の
も
と
、
左
記
の
諸
造
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本殿屋根改修

翼廊の増築工事［基礎］

鞭掛

翼廊の増築工事［建方］ 石工事

竣工した手水処

立柱上棟祭　結綱の儀

総重量6.2ｔの手水鉢

手
　
水
　
処
［
増
移
設
］

　

こ
れ
ま
で
の
手
水
鉢
は
、明
治
八
年
の
御
遷
座
に
際
し
、

木
舟
町
の
奉
納
、
朋
信
社
の
周
旋
に
よ
る
「
青
戸
室
石
」

製
で
す
。
戸
室
石
は
金
沢
の
戸
室
山
よ
り
産
出
さ
れ
、
藩

政
期
に
お
い
て
前
田
藩
で
は
「
御
留
石
」
或
い
は
「
殿
様

石
」
と
も
言
わ
れ
、
藩
主
や
上
級
武
士
の
み
が
使
用
を
許

さ
れ
た
銘
石
で
す
。

　

拝
殿
と
参
集
殿
を
つ
な
ぐ
翼
廊
を
増
築
、
手
水
鉢
を
移

設
し
、
貴
賓
や
団
体
参
拝
時
の
手
水
処
と
し
て
増
設
し
ま

し
た
。
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十
月
八
日
に
斎
行
さ
れ
た
高
岡
市
護
国

神
社
秋
季
例
大
祭
で
は
、
県
神
道
青
年
会

員
が
初
め
て
祭
員
と
し
て
奉
仕
し
、
前
導

や
辛
櫃
奉
舁
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

県
の
神
道
青
年
会
で
は
、「
英
霊
顕
彰
」

を
活
動
方
針
の
主
軸
の
一
つ
と
し
て
お
り
、

大
東
亜
戦
争
終
結
七
十
年
と
い
う
節
目
の

年
に
当
た
り
、
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

次
世
代
へ
歴
史
を
語
り
継
ぐ
と
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
、
英
霊
へ
の
感
謝
と
追
悼

の
誠
を
捧
げ
、
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。

神
青
会
員
が
初
め
て
奉
仕

　
高
岡
市
護
国
神
社

秋
季
例
大
祭

菊花御紋覆布のかけられた辛櫃を舁く神青会員

　

新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
射
水
神
社
祭
日

表
」
に
基
づ
い
て
、
一
昨
年
再
興
さ
れ
た

お
祭
り
で
、
一
年
間
の
煤
を
払
い
、
除
災

招
福
の
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

　

年
の
瀬
間
近
の
十
二
月
二
十
五
日
、
社

殿
で
の
祭
典
後
、
宮
司
は
じ
め
神
職
・
巫

女
が
四
メ
ー
ト
ル
程
の
忌
竹
を
持
ち
、
本

殿
や
拝
殿
の
諸
殿
舎
と
、
初
詣
時
に
古
城

公
園
の
玄
関
口
と
な
る
駐
春
橋
を
払
い
清

め
ま
し
た
。

　

特
に
伊
勢
の
神
宮
か
ら
特
別
に
頂
戴
し

た
鳥
居
と
、
昨
年
六
月
に
完
成
し
た
手
水

舎
で
は
、
初
め
て
の
払
い
清
め
と
な
り
ま

し
た
。 煤

　
拂
　
祭

煤を払う神職

　
「
七
五
三
」
の
日
で
あ
る
十
一
月
十
五

日
は
「
蒲
鉾
」
と
「
昆
布
」
の
日
で
も
あ

り
ま
す
。

　

蒲
鉾
は
、
永
久
三
年
の
文
献
に
祝
膳
品

目
の
一
つ
と
し
て
初
め
て
見
え
、
本
年
、

九
百
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
昆
布
も
古
く
か
ら
縁
起
の
良
い
食

べ
物
と
さ
れ
、
蒲
鉾
と
と
も
に
富
山
県
の

婚
礼
や
、
祝
い
事
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
開
催
を

奉
祝
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
担
う
子
供

達
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し
て
、
高
岡

の
「
天
野
屋
蒲
鉾
店
」
と
「
室
屋
」
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
献
納
さ
れ
、
大
前
に
供
え
ら
れ

ま
し
た
。

奉献された蒲鉾と昆布

蒲
鉾
昆
布
奉
献
祭
で

成
長
を
祈
願

曳家による移設

飛騨石により修築された石垣国旗掲揚塔の移設

野点所（参拝者休憩所）

車輌用参入退出道の整備

境
　
内
　
整
　
備
［
移
設
・
新
造
］

　

大
鳥
居
脇
に
あ
っ
た
国
旗
掲
揚
塔
（
奉
納
：
島
谷
為
次

氏
）
を
境
内
に
移
設
し
、
飛
騨
石
で
石
垣
を
修
築
、
車
輌

用
の
参
入
退
出
道
を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。
参
道
を
横

切
る
こ
と
な
く
車
輌
が
乗
り
入
れ
ら
れ
る
た
め
、
徒
歩
で

の
参
拝
者
の
安
全
確
保
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
神
社
の
祭
日
の
み
に
国
旗
と
社
旗

が
掲
揚
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
た
び
の
移
設
に
よ
り
、

毎
日
、社
頭
に
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

野
点
所
「
八
照
」［
移
設
・
再
利
用
］

　

大
鳥
居
脇
の
寄
棟
造
り
の
手
水
舎
は
、
曳
家
工
法
に
よ

り
後
方
の
包
丁
塚
脇
に
移
設
、傍
ら
に
あ
る
楓
の
大
樹
や
、

小
笹
な
ど
の
植
生
を
活
か
し
て
野
趣
の
風
情
あ
る
野
点
所

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
明
治
八
年
銘
の
手
水
鉢
が
据
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
御
神
威
が
遍
く
八
方
を
照
ら
さ
れ
る
と
の
意

か
ら
、
野
点
所
「
八
照
」
と
命
名
さ
れ
、
式
年
大
祭
で
は

裏
千
家
淡
交
会
高
岡
支
部
に
よ
り
呈
茶
席
が
設
け
ら
れ
、

初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
は
、
境
内
を
一
望
で
き
る
参
拝
者
休
憩
所
と
し
て

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

8
月
15
日  

土
俵
祭

8
月
27
日  

諏
訪
社
例
祭

9
月
16
日  

御
遷
座
当
日
祭

9
月
21
日

　
稚
児
社
参

　
　
　
　
　
神
賑
奉
納
行
事

9
月
22
日

　
神
輿
渡
御

9
月
23
日  

式
年
大
祭
・
慶
賀
祭

9
月
27
日  

院
内
社
秋
祭

9
月
28
日  

日
吉
社
秋
祭

10
月
1
日
〜
11
月
30
日

　
　
　
　
　
七
五
三
ま
つ
り

10
月
8
日

　
高
岡
市
護
国
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
季
例
大
祭

10
月
17
日

　
神
嘗
祭
遙
拝
・
奉
祝
祭

　        

行
幸
啓
奉
告
祭

10
月
23
日

　
さ
ざ
れ
石
奉
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
告
清
祓
式

10
月
24
日

　
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭

11
月
3
日  

明
治
祭

11
月
15
日

　
蒲
鉾
昆
布
奉
献
祭

11
月
23
日  

新
嘗
祭

12
月
22
日  

冬
至
祭

12
月
23
日  

天
長
祭

12
月
25
日

　
煤
拂
祭

　
　
　
　
　
神
符
守
札
奉
製
入
魂
祭

12
月
29
日  

年
越
大
祓

12
月
31
日  

除
夜
祭

毎
月
1
日  

朔
日
祭
・
23
日  

月
次
祭

祭
事
暦 

（
下
半
期
）

杜
の
景
色

m o r i - n o - k e s h i k i



戦
後
七
十
年　

明
か
さ
れ
る
歴
史　
～
軽
巡
洋
艦　

神
通
～
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軍
艦
神
通
」
項
に
は
、

一
、
祭
神
の
名

　
　
　

二
上
の
神
、
又
の
御
名
天
牟
羅
雲
命

一
、
由　
　

来

艦
名
と
同
名
の
神
社
を
物
名
し
た
る
も
無
か
り
し
為
め
、
同
名
の
神
通
川

の
所
在
地
附
近
に
於
て
、
最
も
霊
験
顕
か
に
し
て
其
の
社
格
高
き
射
水
神

社
を
奉
祀
し
、
射
水
艦
内
神
社
と
命
名
し
た
る
が
、
昭
和
二
年
一
月
十
五

日
之
を
神
通
神
社
と
改
名
し
た
り
。

と
見
え
、
神
通
川
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
軍
艦
「
神
通
」
は
、
同
名
の
神
社
を
見

つ
け
ら
れ
ず
、
当
社
の
分
霊
を
奉
祀
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

同
氏
に
よ
れ
ば
、
県
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
神
通
川
流
域
で
な
く
と
も
、
国
幣

中
社
と
し
て
越
中
国
を
代
表
す
る
当
社
の
分
霊
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
と

推
考
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
十
数
年
の
時
を
超
え
て
、
あ
ら
た
め
て
軍
艦
「
神
通
」
と
神
社
が
繋
が
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
正
に
敬
神
講
の
根
本
精

神
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
敬
神
講

入
講
の
き
っ
か
け
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
母
方
の
親
戚
筋
が
既
に
入

講
し
て
お
り
、
色
々
話
を
聞
い
た
こ

と
、
そ
し
て
私
が
四
十
二
歳
の
頃

に
妻
、
母
親
、
子
と
次
々
に
入
院
し
、

当
時
、
射
水
神
社
禰
宜
で
あ
っ
た

屋
鋪
直
彦
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
信
心
」
と
の
言
葉
を
授
か
っ
た
た

め
で
す
。

　

そ
の
意
味
は
「
何
で
も
良
い
か
ら

信
じ
る
こ
と
。
毎
月
一
日
と
十
五

日
を
お
参
り
の
日
と
決
め
、
早
朝
よ
り
参
拝
す
る
こ
と
で
色
々
な
悩
み
事
が
小
さ

い
こ
と
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
大
き
い
希
望
が
湧
き
、
仕
事
も
楽
し
く
、

挑
戦
意
欲
が
出
て
く
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

お
蔭
さ
ま
で
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
日
ま
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、

有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
神
講
が
出
来
、
既
に
百
二
十
六
年
。〝
敬
神
の
心
〟
が
脈
々
と
今
日
ま
で
続
き
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々
の
心
を
安
ら
い
で
き
た
の
か
を
考
え
る
と
、
敬
神
講
の
存

在
は
大
変
有
難
く
考
え
る
者
の
一
人
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
の
朝
六
時
三
十
分
よ
り
お
祓
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
さ
れ
て
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

「
あ
け
ぼ
の
敬
神
講
と
私
」

あ
け
ぼ
の
敬
神
講　

講
員　

石　

黒　

輝　

義

久
野
潤
氏
が
調
査
の
為
、
参
拝

　

十
一
月
三
十
日
、
歴
史
学
者
で
、
大
阪
国
際

大
学
講
師
の
久
野
潤
氏
が
参
拝
さ
れ
、
著
書
で

あ
る
『
帝
国
海
軍
と
艦
内
神
社
』（
祥
伝
社　

平
成

二
十
六
年
六
月
刊

）

を
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

久
野
氏
に
よ
る
と
、
国
防
の
任
に
あ
た
る
軍

艦
に
は
、
神
社
の
ご
祭
神
の
分
霊
を
い
た
だ
い

て
艦
内
に
祀
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
艦
内

神
社
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
艦
内
神
社
に
は
艦
名
に
ゆ
か
り
の

あ
る
神
社
、
或
い
は
河
川
名
に
由
来
す
る
軍
艦

は
、
流
域
内
の
神
社
か
ら
分
霊
を
受
け
る
場
合

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
軍
艦
が
竣
工
し
た
当
時
の
社
務
日
誌
な
ど
の
記
述
に
よ
っ

て
明
ら
か
と
な
る
歴
史
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
「
参

拝
者
芳
名
録
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
歴
代
の
神
通
艦
長
は
じ
め
、
副
艦
長
、
乗
員

の
芳
名
が
新
た
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
神
通
」
が
当
社
ご
祭
神
の
分
霊
を
奉
斎
か

　

神
通
に
つ
い
て
前
述
の
著
書
の
中
で
は
「
分
霊
元
不
明
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
の
調
査
が
進
展
し
、
当
初
は
皇
大
神
宮
を
お
祀
り
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（『
瑞
垣
』
第
五

号　

昭
和
七
年
刊

）。

　

更
に
、『
有
終
』（
第
十
四
巻　

第
十
二

号　

昭
和
二
年
十
二
月

）
の
「
我
軍
艦
に
於
け
る
祭
神
の
由
来
―
其
の
六
、

　

射
水
神
社
鳥
居
前
に
は
敬
神
講
の
奉
納
に
よ
っ
て
、
明
治
四
十
四
年
九
月
に
建

立
さ
れ
た
立
派
な
社
号
標
が
あ
り
ま
す
。

　

敬
神
講
は
明
治
二
十
三
年
、
高
岡
市
助
役
の
江
守
又
一
氏
の
主
唱
で
射
水
神
社

の
祭
礼
の
淋
し
き
を
嘆
じ
、
そ
の
後
援
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
代
々
の
高
岡

市
助
役
を
講
長
と
戴
き
、
大
正
十
二
年
八
月
改
正
の
国
幣
中
社
射
水
神
社
敬
神
講

規
約
に
よ
る
と
、
当
初
は
「
射
水
神
社
敬
神
講
」
と
称
し
て
お
り
、
現
在
は
改
称

さ
れ
て
「
あ
け
ぼ
の
敬
神
講
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
正
十
三
年
十
月
に
高
岡
市
教
育
会
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
高
岡
市
民
読
本
』

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
日
本
は
、
神
の
創
建
せ
ら
れ
た
神
国
で
あ
る
。
我
が
民
族
は
、
皆
其
の

神
の
子
孫
で
あ
る
と
の
民
族
的
信
念
が
基
礎
と
な
っ
て
、
自
然
に
敬
神
崇
祖

の
国
民
的
大
精
神
が
養
は
れ
、
之
れ
が
形
に
現
は
れ
て
、
神
社
の
建
設
と
も

な
り
、
祭
祀
の
式
典
と
も
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
我
が
日
本
全
国
、

苟
も
国
民
の
住
す
る
地
な
ら
ば
、
ど
ん
な
僻
陬
の
小
部
落
で
も
、
鎮
守
の
社

を
見
な
い
所
は
な

い
の
で
あ
る
。
我

等
は
我
が
郷
土
に

鎮
座
の
神
社
に
就

い
て
、
其
の
由
緒

沿
革
の
概
要
を
知

り
、
益
々
深
く
こ

れ
を
崇
敬
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

軍艦「神通」の絵葉書（当社蔵）

宮司と対談される久野氏

石黒輝義氏

大鳥居前の社号標（昭和初期）

奉納を記念して

◆
神
　
通

大
日
本
帝
国
海
軍
の

軽
巡
洋
艦
。
大
正

十
一
年
八
月
神
戸
川

崎
造
船
所
で
起
工
。

大
正
十
二
年
十
二
月

進
水
。
大
正
十
四
年

七
月
竣
工
、
就
役
。

昭
和
十
八
年
七
月
戦

没
。
こ
の
間
、
水
雷

戦
隊
の
旗
艦
と
し
て

の
任
を
よ
く
果
た
し

た
。



19 　射水 射水　18 

神
前
結
婚
式

平
成
二
十
七
年

文
　
月
　
七
月
挙
式

中　

山　

紘　

太
・
雅　

子

江　

村　

雄　

太
・
彩　

香

若　

林　

孝　

仁
・
亜
矢
子

葉
　
月
　
八
月
挙
式

土　

肥　

卓　

思
・
亜
矢
子

石　

川　

清　

嗣
・
愛　

子

松　

木　

良　

輔
・
か
お
り

矢　

野　

健　

雄
・
真　

紀

門　

脇　

大　

士
・
真　

衣

大　

浜　

晃　

弘
・
美　

里

長
　
月
　
九
月
挙
式

池　

田　

昌　

弘
・
香　

織

御　

囲　

裕　

晃
・
七　

瀬

テ
ラ
ノ
フ
ス
キ 

ラ
フ
ァ
ウ
・
知　

佳

高　

嶋　

一　

樹
・
華　

代

山　

崎　

修　

平
・
智　

佳

菊　
　
　

亮　

輔
・
沙　

織

西　

岡　

一　

憲
・
英
吏
子

小　

谷　

優　

太
・
希　

咲

佐　

野　

哲　

也
・
紗　

千

古　

川　

悟　

史
・
吏
英
子

神
無
月
　
十
月
挙
式

木　

町　

大　

輔
・
安
津
子

神　

崎　

大　

輔
・
麻
衣
子

藤　

本　

慎　

也
・
香　

里

横　

山　

健　

一
・　

栞

長
谷
川　

昌　

紀
・
真
理
子

池　

田　

憲　

聡
・
陽　

子

山　

崎　

雅　

朗
・
加
奈
子

中　

川　

俊　

彦
・
久　

美

石　

崎　
　

啓　

・
秋　

穂

八　

幡　
　

剛　

・
春　

香

金　

子　
　

努　

・
裕　

子

池　

田　

義　

人
・
和　

美

南　
　
　

彰　

雅
・
　

子

板　

倉　

理　

人
・
由
佳
子

中　

村　

耕　

作
・
由
起
子

室　

谷　

貴　

則
・　

望

寺　

島　

健　

介
・
奈
央
子

山　

本　

昌　

宏
・
里　

美

霜
　
月
　
十
一
月
挙
式

毛　

利　

丈　

志
・
ゆ
り
か

村　

中　

豊　

彦
・　

彩

土　

肥　

雅　

晴
・
智
恵
美

姫　

野　

完　

誠
・
佳
津
子

内　

記　

一　

喜
・
菜
留
実

若　

野　

壮　

市
・
幸　

代

東　
　
　

雅　

弥
・
里
津
子

牧　

野　
　

瑛　

・
清　

香

黒　

林　

信　

男
・　

香

竹　

口　
　

修　

・
淳　

子

瀧　

川　

泰　

裕
・
麗　

子

惣　

元　

茂　

樹
・
沙　

織

石　

浦　
　

雅　

・
淳　

美

師
　
走
　
十
二
月
挙
式

朴　

木　
　

肇　

・
千　

晶

黒　

田　

翔　

太
・
恵　

奈

献
灯
「
吊
燈
籠
」
ご
奉
納
の
お
願
い

　

神
社
の
社
頭
風
景
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
に
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
で
見
ら
れ
る
石
造
の
大
き
な
も
の
が
一
般
的
で
す
が
、
廻
廊
に
金
属
製

の
吊
燈
籠
（
釣
燈
籠
）
が
並
べ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
素
材
や
形
態
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

当
神
社
と
致
し
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
御
神
徳
の
昂
揚
を
図
り
、
境
内
の
明

る
さ
を
確
保
す
べ
く
、
崇
敬
者
（
会
社
・
個
人
・
団
体
）
の
皆
様
に
献
灯
「
吊

燈
籠
」（
一
基　

十
五
万
円
）
の
ご
奉
納
を
お
願
い
致
し
た
く
、
茲
に
謹
ん
で
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、ご
献
灯
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ　

射
水
神
社
社
務
所

☎
〇
七
六
六
‐
二
二
‐
三
一
〇
四

設置予定場所（一部）

外拝殿の吊燈籠

ご

奉

納

・
萩
　
　
弐
拾
株

　
狂
言
和
泉
流
二
十
世
宗
家
　
和
泉
　
元
彌

・
初
代
畠
春
斎
奉
納

　
　
菊
花
御
紋
茶
釜
［
修
繕
］
　
壱
口

　
畠
　
春
斎
（
第
三
代
）

・
さ
ざ
れ
石

　
　
　
壱
対

　
島
　
憲
誠

　

慶
賀
に
堪
え
な
い
一
年
と
な
っ
た
本
年
も
多
く

の
奉
納
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
茲
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
何
れ
も
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
当
神
社

に
て
永
く
後
世
へ
と
伝
え
て
参
り
ま
す
。

▲奉納奉告清祓式を奉仕して

▲菊花御紋茶釜

（
敬
称
略
）

▲衝立と結界

▲松原幸夫 撮影 ▲輪島塗御盆

▲泉田幸夫 撮影  ▲オイルレスミニコンプレッサ

・
衝
立
　
　
壱
基

・
結
界
　
　
壱
基

　
戸
田
　
治

・
輪
島
塗
御
盆
　
　
壱
枚

　
株
式
会
社 

文
化
店

御
盆
の
絵
は
、
生
涯
を
通
じ
て
赤
誠
を
捧
げ

ら
れ
た
同
店
代
表
の
北
村
麗
子
氏
が
描
か
れ

ま
し
た
。

・
オ
イ
ル
レ
ス
ミ
ニ
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
　
壱
台

　
匿
　
名

・
式
年
大
祭
写
真
　
　
壱
式

　
松
原
　
幸
夫

　
泉
田
　
幸
夫

・『
帝
国
海
軍
と
艦
内
神
社
』（
祥
伝
社
　
平
成

二
十
六
年
六
月
刊

）

　
久
野
　
潤
（
歴
史
学
者
）

芳
名
を
刻
み
、
永
代
に
わ
た
り
神
前
に
「
献
灯
（
み
あ
か
し
）」
が
灯
さ
れ
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年

祈
祷
（
お
祓
い
）
の
ご
案
内

個　

人　

祈　

祷

一
、厄
年
祓

本
　
厄

四
十
二
歳 
男 
昭
和

五

十

年
生

三
十
七
歳 

女 
昭
和
五
十
五
年
生

三
十
三
歳 

女 

昭
和
五
十
九
年
生

二
十
五
歳 

男 

平
成
　
四
　
年
生

　
十
九
歳 

女 

平
成
　
十
　
年
生

前
　
厄

四
十
一
歳 

男 

昭
和
五
十
一
年
生

三
十
二
歳 

女 

昭
和

六

十

年
生

二
十
四
歳 

男 

平
成
　
五
　
年
生

　
十
八
歳 

女 

平
成

十

一

年
生

後
　
厄

四
十
三
歳 

男 

昭
和
四
十
九
年
生

三
十
四
歳 

女 

昭
和
五
十
八
年
生

二
十
五
歳 

男 

平
成
　
三
　
年
生

　
十
九
歳 

女 

平
成
　
九
　
年
生

一
、身
祝（
男
女
）

還か
ん

暦れ
き

六
十
一
歳 

昭
和
三
十
一
年
生

古こ

稀き

七
十
歳 

昭
和
二
十
二
年
生

喜き

寿じ
ゅ

七
十
七
歳 

昭
和

十

五

年
生

傘さ
ん

寿じ
ゅ

八
十
歳 

昭
和

十

二

年
生

一
、家
内
安
全
祈
願

一
、商
業
繁
栄
祈
願

一
、合
格
祈
願

一
、安
産
祈
願

一
、初
宮
詣

一
、そ
の
他
諸
祈
願

団　

体　

参　

拝

祈
祷
受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分

一
、職
場
安
全
・
商
業
繁
栄
祈
願 

等

◎
初
穂
料
　
二
万
円
よ
り
志（
お
酒
二
升
を
お
供
え
下
さ
い
）

※
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い

◎
初
穂
料
　
五
千
円
よ
り
志

　
　（
お
志
に
よ
り
、お
酒
・
鏡
餅
等
を
お
供
え
下
さ
い
）

米べ
い

寿じ
ゅ

八
十
八
歳 

昭
和
　
四
　
年
生

　

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
真
心
こ
も
る
崇
敬
奉
賛
に
よ
っ
て
、
伊
勢
の
神
宮
よ
り
拝
受
し
た
鳥
居

の
奉
曳
祭
（
既
報
）、
十
年
に
一
度
の
式
年
大
祭
、
そ
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

行
幸
啓
に
伴
う
臨
時
大
祭
を
恙
な
く
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
、
社
頭
が
と
て
も
賑

わ
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
有
難
く
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
念
号
と
な
っ
た
本
号
か
ら
誌
面
の
サ
イ
ズ
が
よ
り
見
や
す
い
Ａ
４
判
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
も
内
容
の
充
実
に
努
め
、
よ
り
良
き
社
報
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ご
崇
敬
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
手
水
舎
で
身
を
清
め
、
お
伊
勢
さ
ま
よ
り
賜
っ

た
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
射
水
の
大
神
様
の
御
神
徳
の
も
と
、
本
年
も
幸
多
き
年
と
な

ら
む
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

発
行
日
／
平
成
二
十
八
年
一
月
　
　
発
行
所
／
射
水
神
社
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一
　
　
印
刷
所
／
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

お
問
合
せ〈
社
務
所
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

三
一
〇
四
　〈
結
婚
式
場
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

〇
八
〇
八
　U

RL

／http://w
w

w
.im

izujinjya.or.jp

　E

メ
ー
ル
／info@

im
izujinjya.or.jp

越
中
総
鎮
守
一
宮

　

社
殿
脇
の
翼
廊
軒
下
に
設

置
さ
れ
た
大
絵
馬
は
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
障
害
者
ア
ー
ト
支
援

工
房
コ
コ
ペ
リ
」
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
も
の
で
、
初
詣
期

間
中
、
一
緒
に
記
念
写
真
を

撮
る
参
拝
者
の
姿
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
集
殿
で
は
、
新
春
を
祝

う
展
覧
会
「
七
つ
の
彩
の
祝

い　

申
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

干
支
「
申
」
の
大
絵
馬


